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	報 告 者
	クラブ 江の島ヨットクラブジュニア　学年　8　

氏名　 馴田 正平 　　    

	大 会 名
	OPTI WORLD CHAMPIOMSHIP  2011

	開 催 地
	NEW ZEALAND ，NAPIER

	大 会 期 間
	12月31日～1月9日

	セールNo
	JPN3247
	最 終 順 位
	183位


	気温、水温

ウエアについて


	向こうはこっちと違って真夏だと聞いていたのですが、こっちの夏と違って

20度ぐらいなので結構寒かったです。一応と思って持ってきていたトラウザース

やパトジャケも毎日欠かせませんでした。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	シーブリーズの日は午前は南風ですが、午後は海風が吹いてきて午前とは

まったく違う風になります。

陸風の日だと風がほとんど一方的に振れ、そして逆側に一気に戻る感じでした。

	　セッティングで

注意したこと
	Jセールの選手がほとんどだったので、角度で負けないようなセットにしました。

しかし、風の無いときはスピードの出るセットにしました。

	　セーリングで

　注意したこと
	主にスピードを注意して行ったのですが、スタートが思ったより皆早かったので、

途中からスタートを注意して走りました。

	　海上で練習した

こと
	外国の選手は皆、タックのミスが無く、こっちがミスをするとどんどん遅れていく

感じでした。そして彼らは加速がとてもうまく、日本ではあまり差が無いのですが、

ワールドではそれで最初から負けていたのでレースの合間などにタックと加速を

練習していました。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？
	 セットなどでは外国の選手に負けていないのですが、加速や走り方でだんだん後ろに

下がっていってしまいました。

	　スタートは、

　どうでしたか？
	スタートでは皆クローズでスタートラインを切っていたのですが、私たちはアビーム

からクローズになる瞬間でスタートラインを切っていたので、下の艇との間が無く、

遅れていってしまいました。

	　コース戦略は

　どうでしたか？
	皆、平等に広がっていて、フレッシュウィンドを求めて走っているといつの間に

コースの一番端まで行ってしまって風の振れに対応できないということがたびたび

ありました。

	　自分より上位の

　選手との違いは？
	大体の選手が安定して上の順位をとっていたので、ただ単に微風でも強風でも

早い人が自分より上に行っていたと思います。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	ランニングで集団にならないことやクローズのうちにあかを汲んでおくというの

が役に立ちました。そのおかげで少し順位が取り戻せたりキープできたと思います。

	　国内の練習で

　足りなかったこと
	からだを常に大きく動かす練習をしていなかったので、走っているだけで

皆においていかれるのが多かったです。後は振れタックが思ったより必要

だったのでもっと練習しとくべきだったと思いました。

	　印象に残った

外国選手は？
	感情をすぐ切り替えて終わったら陽気に接してくる選手が印象に残りました。

その選手と接しているといつの間にか気が合っていて、このワールドのなかで

作った友達の中で一番仲良しになりました。

	　今後の課題と

　目標は？
	今後は強風でハイクアウトをずっと続けるのと、スタートでの加速が課題です。

目標はまたワールドに出て前回のワールドはなんだったんだ、と思わせたいです。

	　ＪＯＤＡへの要望
	全日本チームレースを前にしてアジアやワールドに役立てるようにしてほしいです。

	その他


	このワールドで自分の新たな課題が見つかったのとまたワールドにいって海外の選手

と戦いたいと思いました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

